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平成22年4月に基盤研とIFRECに設立され、ワクチンをしっかりした学問にすることを目的に立ち上がった研究室です。感染症やその他免疫関連疾患における核
酸（DNA, RNA）の免疫制御機構と、その生理学的意義の解明、及び核酸を利用したワクチン、アジュバント、代替免疫療法開発を行っています。 これらの研究
成果をもとに、自身の臨床経験や治験審査の経験など最大限生かし、“Bench to Clinic”の具現化を目標にしています。具体的な研究内容として、

１）ワクチン、およびアジュバントによって引き起こされる宿主の細胞死、自然免疫応答、抗原特異的反応を分子レベルで解明する（図１）

２）生体から細胞レベル、さらには遺伝子、原子（構造）レベルでの網羅的解析を行い、ワクチンの有効性、安全性のバイオマーカーを同定する（図２）

３）ワクチンの必須要素（抗原、アジュバント、デリバリ（ベクター））を見極め、関連基礎研究領域、周辺技術を上手に取り入れつつ、次世代のワクチン開発
研究のプラットフォームを構築するとともに、真に臨床応用するための最適な道筋をつくる（図3)

といった項目を目標に定め、分子生物学、細胞生物学およびヒト臨床研究まで幅広く学べる環境を提供します。
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